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2．授業科目担当者一覧

【連続】：前年度までに履修して単位を修得した科目を今年度もう一度履修すること。
【重複】：同じ年度内に、同じ名前の科目を複数履修すること。
【他専攻】：他専攻の学生が履修可能な科目。

授業科目 担当教員名 単位 連続 重複 他専攻 備考
言語分析哲学研究Ⅰ－ 1 中　釜　浩　一 2 〇 〇
言語分析哲学研究Ⅰ－ 2 中　釜　浩　一 2 〇 〇
言語分析哲学研究Ⅱ－ 1 中　釜　浩　一 2 〇 〇
言語分析哲学研究Ⅱ－ 2 中　釜　浩　一 2 〇 〇
形而上学研究Ⅰ－ 1 斎　藤　元　紀 2 〇 〇
形而上学研究Ⅰ－ 2 斎　藤　元　紀 2 〇 〇
古代哲学史研究Ⅰ－ 1 奥　田　和　夫 2 〇 〇
古代哲学史研究Ⅰ－ 2 奥　田　和　夫 2 〇 〇
古代哲学史研究Ⅱ－ 1 奥　田　和　夫 2 〇 〇
古代哲学史研究Ⅱ－ 2 奥　田　和　夫 2 〇 〇
論理学研究Ⅰ－ 1 安　東　祐　希 2 〇 〇
論理学研究Ⅰ－ 2 安　東　祐　希 2 〇 〇
論理学研究Ⅱ－ 1 計　良　隆　世 2 〇 〇
論理学研究Ⅱ－ 2 計　良　隆　世 2 〇 〇
近代倫理学史研究Ⅰ－ 1 菅　沢　龍　文 2 〇 〇
近代倫理学史研究Ⅰ－ 2 菅　沢　龍　文 2 〇 〇

人文科学研究科

哲学専攻

修士課程
1．履修上の注意

（１）修了所要単位
哲学専攻専門科目から 20単位以上修得したうえで、合計 30単位以上修得する必要があります。他専攻
科目の履修単位制限は行わず、修了所要単位に含めることができます。

履修区分 修了所要単位

哲学専攻専門科目 20単位以上

他専攻科目 　

合計 30単位以上

（２）カリキュラムおよび履修上の指示
授業科目は年度毎に内容が変わります。年度毎に再度履修が可能です。

（３）セメスター制について
授業科目は、半期ごとの履修が可能ですが、科目により通年履修が望ましい場合があります。詳しくは
担当教員の説明を参考にしてください。

哲学専攻
人文科学研究科

授業科目 担当教員名 単位 連続 重複 他専攻 備考
言語分析哲学研究Ⅰ－１ 中釜　浩一 2 〇 〇
言語分析哲学研究Ⅰ－２ 中釜　浩一 2 〇 〇
言語分析哲学研究Ⅱ－１ 中釜　浩一 2 〇 〇
言語分析哲学研究Ⅱ－２ 中釜　浩一 2 〇 〇
形而上学研究Ⅰ－１ 斎藤　元紀 2 〇 〇
形而上学研究Ⅰ－２ 斎藤　元紀 2 〇 〇
古代哲学史研究Ⅰ－１ 奥田　和夫 2 〇 〇
古代哲学史研究Ⅰ－２ 奥田　和夫 2 〇 〇
古代哲学史研究Ⅱ－１ 奥田　和夫 2 〇 〇
古代哲学史研究Ⅱ－２ 奥田　和夫 2 〇 〇
論理学研究Ⅰ－１ 安東　祐希 2 〇 〇
論理学研究Ⅰ－２ 安東　祐希 2 〇 〇
論理学研究Ⅱ－１ 計良　隆世 2 〇 〇
論理学研究Ⅱ－２ 計良　隆世 2 〇 〇
近代倫理学史研究Ⅰ－１ 菅沢　龍文 2 〇 〇
近代倫理学史研究Ⅰ－２ 菅沢　龍文 2 〇 〇
近代倫理学史研究Ⅱ－１ 菅沢　龍文 2 〇 〇
近代倫理学史研究Ⅱ－２ 菅沢　龍文 2 〇 〇
中世哲学研究Ⅰ－１ 内山　真莉子 2 〇 〇
中世哲学研究Ⅰ－２ 内山　真莉子 2 〇 〇

修士課程
 1．修了要件

（１）修了所要単位
　哲学専攻専門科目から 20 単位以上修得したうえで、合計 30 単位以上修得する必要があります。他専攻
科目も修了所要単位に含めることができますが、履修にあたっては、あらかじめ指導教員および授業担当教
員より了解を得てください。
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言語分析哲学研究Ⅰ－ 2 中　釜　浩　一 2 〇 〇
言語分析哲学研究Ⅱ－ 1 中　釜　浩　一 2 〇 〇
言語分析哲学研究Ⅱ－ 2 中　釜　浩　一 2 〇 〇
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形而上学研究Ⅰ－ 2 斎　藤　元　紀 2 〇 〇
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古代哲学史研究Ⅱ－ 1 奥　田　和　夫 2 〇 〇
古代哲学史研究Ⅱ－ 2 奥　田　和　夫 2 〇 〇
論理学研究Ⅰ－ 1 安　東　祐　希 2 〇 〇
論理学研究Ⅰ－ 2 安　東　祐　希 2 〇 〇
論理学研究Ⅱ－ 1 計　良　隆　世 2 〇 〇
論理学研究Ⅱ－ 2 計　良　隆　世 2 〇 〇
近代倫理学史研究Ⅰ－ 1 菅　沢　龍　文 2 〇 〇
近代倫理学史研究Ⅰ－ 2 菅　沢　龍　文 2 〇 〇

人文科学研究科

哲学専攻

修士課程
1．履修上の注意

（１）修了所要単位
哲学専攻専門科目から 20単位以上修得したうえで、合計 30単位以上修得する必要があります。他専攻
科目の履修単位制限は行わず、修了所要単位に含めることができます。

履修区分 修了所要単位

哲学専攻専門科目 20単位以上

他専攻科目 　

合計 30単位以上

（２）カリキュラムおよび履修上の指示
授業科目は年度毎に内容が変わります。年度毎に再度履修が可能です。

（３）セメスター制について
授業科目は、半期ごとの履修が可能ですが、科目により通年履修が望ましい場合があります。詳しくは
担当教員の説明を参考にしてください。

（２）カリキュラムおよび履修上の指示
　授業科目は年度毎に内容が変わります。年度毎に連続履修が可能です。

（３）セメスター制について
　授業科目は、半期ごとの履修が可能ですが、科目により通年履修が望ましい場合があります。詳しくは
担当教員の説明を参考にしてください。
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授業科目 担当教員名 単位 連続 重複 他専攻 備考
近代倫理学史研究Ⅱ－ 1 菅　沢　龍　文 2 〇 〇
近代倫理学史研究Ⅱ－ 2 菅　沢　龍　文 2 〇 〇
実践哲学研究Ⅰ－ 1 山　口　誠　一 2 〇 〇
実践哲学研究Ⅰ－ 2 山　口　誠　一 2 〇 〇
現代哲学研究Ⅰ－ 1 大　池　惣太郎 2 〇 〇
現代哲学研究Ⅰ－ 2 大　池　惣太郎 2 〇 〇
科学哲学研究Ⅰ－ 1 安孫子　　　信 2 〇 〇
科学哲学研究Ⅰ－ 2 安孫子　　　信 2 〇 〇
科学哲学研究Ⅱ－ 1 安孫子　　　信 2 〇 〇
科学哲学研究Ⅱ－ 2 安孫子　　　信 2 〇 〇
比較思想研究Ⅰ－ 1 笠　原　賢　介 2 〇 〇
比較思想研究Ⅰ－ 2 笠　原　賢　介 2 〇 〇
近代西洋哲学研究Ⅰ－ 1 古　賀　祥二郎 2 〇 〇
近代西洋哲学研究Ⅰ－ 2 古　賀　祥二郎 2 〇 〇
近代フランス哲学史研究Ⅰ－ 1 酒　井　　　健 2 〇 〇
近代フランス哲学史研究Ⅰ－ 2 酒　井　　　健 2 〇 〇
近代フランス哲学史研究Ⅱ－ 1 酒　井　　　健 2 〇 〇
近代フランス哲学史研究Ⅱ－ 2 酒　井　　　健 2 〇 〇
超越論哲学研究Ⅱ－ 1 大　森　一　三 2 〇 〇
超越論哲学研究Ⅱ－ 2 鵜　澤　和　彦 2 〇 〇
ヨーロッパ精神史研究Ⅰ－ 1 半　田　勝　彦 2 〇 〇
ヨーロッパ精神史研究Ⅰ－ 2 半　田　勝　彦 2 〇 〇
ヨーロッパ精神史研究Ⅱ－ 1 長谷川　悦　宏 2 〇 〇
ヨーロッパ精神史研究Ⅱ－ 2 長谷川　悦　宏 2 〇 〇
法哲学研究 1 内　藤　　　淳 2 〇 〇
法哲学研究 2 内　藤　　　淳 2 〇 〇
哲学ドイツ語研究 1 笠　原　賢　介 2 〇 〇
哲学ドイツ語研究 2 笠　原　賢　介 2 〇 〇
哲学フランス語研究 1 酒　井　　　健 2 〇 〇
哲学フランス語研究 2 酒　井　　　健 2 〇 〇

哲学基礎研究Ⅰ 谷　口　　　力 2 〇 〇 国際日本学と合同：
西欧の思想Ⅰ

哲学基礎研究Ⅱ 平　井　靖　史 2 〇 〇 国際日本学と合同：
西欧の思想Ⅱ

日本思想史研究 I－ 1 西　塚　俊　太 2 〇 〇 国際日本学と合同：
国際日本学演習Ⅰ

日本思想史研究 I－ 2 西　塚　俊　太 2 〇 〇 国際日本学と合同：
国際日本学演習Ⅱ

日本思想史研究Ⅱ－ 1 西　塚　俊　太 2 〇 〇
日本思想史研究Ⅱ－ 2 西　塚　俊　太 2 〇 〇
現象学研究 I－ 1 君　嶋　泰　明 2 〇 〇
現象学研究 I－ 2 君　嶋　泰　明 2 〇 〇

３．講義概要（シラバス）

授業科目の講義概要および教員の主要研究業績については、Webシラバスを参照してください。
Webシラバス URL：https://syllabus.hosei.ac.jp/

授業科目 担当教員名 単位 連続 重複 他専攻 備考
近代ドイツ哲学史研究Ⅰ－１ 吉田　敬介 2 〇 〇
近代ドイツ哲学史研究Ⅰ－２ 吉田　敬介 2 〇 〇
現代哲学研究Ⅰ－１ 大池　惣太郎 2 〇 〇
現代哲学研究Ⅰ－２ 大池　惣太郎 2 〇 〇
近世西洋哲学研究Ⅰ－１ 佐藤　真人 2 〇 〇
近世西洋哲学研究Ⅰ－２ 佐藤　真人 2 〇 〇
近世西洋哲学研究Ⅱ－１ 佐藤　真人 2 〇 〇
近世西洋哲学研究Ⅱ－２ 佐藤　真人 2 〇 〇
近代西洋哲学研究Ⅰ－１ 松井　久 2 〇 〇
近代西洋哲学研究Ⅰ－２ 松井　久 2 〇 〇
近代フランス哲学史研究Ⅰ－１ 酒井　健 2 〇 〇
近代フランス哲学史研究Ⅰ－２ 酒井　健 2 〇 〇
近代フランス哲学史研究Ⅱ－１ 酒井　健 2 〇 〇
近代フランス哲学史研究Ⅱ－２ 酒井　健 2 〇 〇
ヨーロッパ精神史研究Ⅰ－１ 半田　勝彦 2 〇 〇
ヨーロッパ精神史研究Ⅰ－２ 半田　勝彦 2 〇 〇
ヨーロッパ精神史研究Ⅱ－１ 長谷川　悦宏 2 〇 〇
ヨーロッパ精神史研究Ⅱ－２ 長谷川　悦宏 2 〇 〇
法哲学研究 １ 内藤　淳 2 〇 〇
法哲学研究 ２ 内藤　淳 2 〇 〇
哲学ドイツ語研究 １ 吉田　敬介 2 〇 〇
哲学ドイツ語研究 ２ 吉田　敬介 2 〇 〇
哲学フランス語研究 １ 酒井　健 2 〇 〇
哲学フランス語研究 ２ 酒井　健 2 〇 〇

哲学基礎研究Ⅰ 押山　詩緒里 2 〇 〇 国際日本学と合同：
西欧の思想Ⅰ

哲学基礎研究Ⅱ 佐藤　岳詩 2 〇 〇 国際日本学と合同：
西欧の思想Ⅱ

日本思想史研究 I － 1 西塚　俊太 2 〇 〇 国際日本学と合同：
国際日本学演習Ⅰ

日本思想史研究 I －２ 西塚　俊太 2 〇 〇 国際日本学と合同：
国際日本学演習Ⅱ

日本思想史研究Ⅱ－ 1 西塚　俊太 2 〇 〇 国際日本学と合同：
国際日本学研究Ⅰ

日本思想史研究Ⅱ－２ 西塚　俊太 2 〇 〇 国際日本学と合同：
国際日本学研究Ⅱ

現象学研究 I － 1 君嶋　泰明 2 〇 〇 国際日本学と合同：
国際日本学演習Ⅰ / 研究Ⅰ

現象学研究 I －２ 君嶋　泰明 2 〇 〇 国際日本学と合同：
国際日本学演習Ⅱ / 研究Ⅱ

※ 法政大学大学院学則の授業科目一覧表に記載のある科目で、上記一覧表に記載のない科目は、2024 年度
休講です。
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博士後期課程
1．履修上の注意

人文科学研究科哲学専攻では、2017年度より、博士後期課程においてコースワークおよび科目の単位制を
導入しました。これに伴い、2017年度以降入学者と 2016年度以前入学者では修了要件が異なりますので、
ご注意ください。

【2017 年度以降入学者】

（１）修了要件
課程修了には、3年以上在学し、以下の修了所要単位を修得し、必要な研究指導を受けた上、博士論文
の審査および最終試験に合格しなければなりません。

履修区分 修了所要単位 備　考

必修科目 12単位

履修にあたっては、下記「（2）カリキュラムおよび
履修上の指示」を参照のこと。

選択必修科目 8単位以上

選択科目 原則修了要件外

自由科目 修了要件外

合計 20単位以上

（２）カリキュラムおよび履修上の指示
①必修科目の履修について

科目名 単位 履修上の注意

哲学特殊研究 1 2 指導教員が担当する「哲学特殊研究 1・2」で修了所要単位を満た
すこと。(修了所要単位に含めることができるのは 12単位まで )哲学特殊研究 2 2

②選択必修科目の履修について
指導教員以外の教員が担当する科目を履修してください。なお、同一科目を複数回履修した場合、重

複分は修了所要単位に算入されません。修士課程と合同授業です。下表を参照してください。

科目名 合同科目名 単位

言語分析哲学特殊講義 1 修士：言語分析哲学研究Ⅰ－ 1 2

言語分析哲学特殊講義 2 修士：言語分析哲学研究Ⅰ－ 2 2

古代哲学史特殊講義 1 修士：古代哲学史研究Ⅰ－ 1 2

古代哲学史特殊講義 2 修士：古代哲学史研究Ⅰ－ 2 2

論理学特殊講義 1 修士：論理学研究Ⅰ－ 1 2

論理学特殊講義 2 修士：論理学研究Ⅰ－ 2 2

近代倫理学史特殊講義 1 修士：近代倫理学史研究Ⅰ－ 1 2

近代倫理学史特殊講義 2 修士：近代倫理学史研究Ⅰ－ 2 2

実践哲学特殊講義 1 修士：実践哲学研究Ⅰ－ 1 2

実践哲学特殊講義 2 修士：実践哲学研究Ⅰ－ 2 2

近代ドイツ哲学史特殊講義 1 修士：近代ドイツ哲学史研究Ⅰ－ 1 2

近代ドイツ哲学史特殊講義 2 修士：近代ドイツ哲学史研究Ⅰ－ 2 2

科学哲学特殊講義 1 修士：科学哲学研究Ⅰ－ 1 2

科学哲学特殊講義 2 修士：科学哲学研究Ⅰ－ 2 2

比較思想特殊講義 1 修士：比較思想研究Ⅰ－ 1 2

比較思想特殊講義 2 修士：比較思想研究Ⅰ－ 2 2

近代フランス哲学史特殊講義 1 修士：近代フランス哲学史研究Ⅰ－ 1 2

②選択必修科目について
　修士課程との合同授業です（下表参照）。指導教員以外の教員が担当する科目を履修してください。
なお、同一科目を、異なる年度で複数回履修した場合、重複分は修了所要単位に算入されません。

博士後期課程
 1．修了要件

【2017 年度以降入学者】
（１）修了所要単位
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導入しました。これに伴い、2017年度以降入学者と 2016年度以前入学者では修了要件が異なりますので、
ご注意ください。

【2017 年度以降入学者】

（１）修了要件
課程修了には、3年以上在学し、以下の修了所要単位を修得し、必要な研究指導を受けた上、博士論文
の審査および最終試験に合格しなければなりません。

履修区分 修了所要単位 備　考

必修科目 12単位

履修にあたっては、下記「（2）カリキュラムおよび
履修上の指示」を参照のこと。

選択必修科目 8単位以上

選択科目 原則修了要件外

自由科目 修了要件外

合計 20単位以上

（２）カリキュラムおよび履修上の指示
①必修科目の履修について

科目名 単位 履修上の注意

哲学特殊研究 1 2 指導教員が担当する「哲学特殊研究 1・2」で修了所要単位を満た
すこと。(修了所要単位に含めることができるのは 12単位まで )哲学特殊研究 2 2

②選択必修科目の履修について
指導教員以外の教員が担当する科目を履修してください。なお、同一科目を複数回履修した場合、重

複分は修了所要単位に算入されません。修士課程と合同授業です。下表を参照してください。

科目名 合同科目名 単位

言語分析哲学特殊講義 1 修士：言語分析哲学研究Ⅰ－ 1 2

言語分析哲学特殊講義 2 修士：言語分析哲学研究Ⅰ－ 2 2

古代哲学史特殊講義 1 修士：古代哲学史研究Ⅰ－ 1 2

古代哲学史特殊講義 2 修士：古代哲学史研究Ⅰ－ 2 2

論理学特殊講義 1 修士：論理学研究Ⅰ－ 1 2

論理学特殊講義 2 修士：論理学研究Ⅰ－ 2 2

近代倫理学史特殊講義 1 修士：近代倫理学史研究Ⅰ－ 1 2

近代倫理学史特殊講義 2 修士：近代倫理学史研究Ⅰ－ 2 2

実践哲学特殊講義 1 修士：実践哲学研究Ⅰ－ 1 2

実践哲学特殊講義 2 修士：実践哲学研究Ⅰ－ 2 2

近代ドイツ哲学史特殊講義 1 修士：近代ドイツ哲学史研究Ⅰ－ 1 2

近代ドイツ哲学史特殊講義 2 修士：近代ドイツ哲学史研究Ⅰ－ 2 2

科学哲学特殊講義 1 修士：科学哲学研究Ⅰ－ 1 2

科学哲学特殊講義 2 修士：科学哲学研究Ⅰ－ 2 2

比較思想特殊講義 1 修士：比較思想研究Ⅰ－ 1 2

比較思想特殊講義 2 修士：比較思想研究Ⅰ－ 2 2

近代フランス哲学史特殊講義 1 修士：近代フランス哲学史研究Ⅰ－ 1 2

中世哲学特殊講義１

近世西洋哲学特殊講義１

中世哲学研究Ⅰ－１

近世西洋哲学研究Ⅰ－１

中世哲学特殊講義２

近世西洋哲学特殊講義２

中世哲学研究Ⅰ－２

近世西洋哲学研究Ⅰ－２

（２）カリキュラムおよび履修上の注意
①必修科目について

注意

履修方法
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人文科学研究科

日本文学専攻

修士課程
1．履修上の注意

（１）修了所要単位
日本文学専攻専門科目から 20単位以上修得したうえで、合計 30単位以上修得する必要があります。他

専攻科目の履修単位制限は行わず、修了所要単位に含めることができます。

履修区分 修了所要単位

日本文学専攻専門科目 20単位以上
他専攻科目 　

合計 30単位以上

（２）カリキュラムおよび履修上の指示
①　「能楽研究者育成プログラム」「文芸創作研究プログラム」について
「能楽研究者育成プログラム」「文芸創作研究プログラム」に則って学修する学生は、それぞれ授業科
目担当者一覧の備考欄に「能楽研究者育成プログラム科目」「文芸創作研究プログラム科目」と表示され
た科目を中心に履修してください。ただし、それ以外の科目を履修することも可能です。
また、両プログラムに属さない学生が「能楽研究者育成プログラム科目」「文芸創作研究プログラム科

目」を履修することも可能です。

②「日本文学・国際日本学基礎演習」「日本文学・国際日本学論文作成基礎実習」の履修について
　標記科目は、秋学期に入学する研修生、委託研修生、特別研修生を主な対象者とします。

（３）中間発表について
7月に「修士論文中間発表会」が開催されます。

2．授業科目担当者一覧

【連続】：前年度までに履修して単位を修得した科目を今年度もう一度履修すること。
【重複】：同じ年度内に、同じ名前の科目を複数履修すること。
【他専攻】：他専攻の学生が履修可能な科目。

授業科目 担当教員名 単位 連続 重複 他専攻 備考
日本文芸学 A　 松　村　友　視 2 〇 〇
日本文芸学 B 松　村　友　視 2 〇 〇

日本文芸批評史 A 田　中　和　生 2 〇 〇
文芸創作研究プログラム科目
国際日本学と合同：
近代の文芸批評Ⅰ

日本文芸批評史 B 田　中　和　生 2 〇 〇
文芸創作研究プログラム科目
国際日本学と合同：
近代の文芸批評Ⅱ

日本古代文芸原典研究 A 坂　本　　　勝 2 〇 〇 国際日本学と合同：神話と歌Ⅰ
日本古代文芸原典研究 B 坂　本　　　勝 2 〇 〇 国際日本学と合同：神話と歌Ⅱ

日本古代文芸演習 A 加　藤　昌　嘉 2 〇 〇 国際日本学と合同：
平安時代の物語Ⅰ

日本古代文芸演習 B 加　藤　昌　嘉 2 〇 〇 国際日本学と合同：
平安時代の物語Ⅱ

科目名 合同科目名 単位
近代フランス哲学史特殊講義 2 修士：近代フランス哲学史研究Ⅰ－ 2 2
超越論哲学特殊講義 1 修士：超越論哲学研究Ⅰ－ 1 2
超越論哲学特殊講義 2 修士：超越論哲学研究Ⅰ－ 2 2
法哲学特殊講義 1 修士：法哲学研究 1 2
法哲学特殊講義 2 修士：法哲学研究 2 2
現象学特殊講義１ 修士：現象学研究Ⅰ - １ 2
現象学特殊講義２ 修士：現象学研究Ⅰ - ２ 2
日本思想史特殊講義１ 修士：日本思想史研究Ⅰ - 1 2
日本思想史特殊講義 2 修士：日本思想史研究Ⅰ - ２ 2

③選択科目について
　人文科学研究科他専攻の博士後期課程設置科目を選択科目として履修できます。選択科目の修得単位
は、原則修了要件外ですが、4 単位まで選択必修科目として認定することができます（ただし同一科目
を複数回履修した場合の重複分は修了要件外）。なお、履修にあたっては、あらかじめ指導教員及び授業
担当教員より了解を得てください（口頭で構いません）。

④自由科目について
　修士課程設置科目を自由科目として履修することができますが、修了要件には含まれません。他専攻
が設置する修士課程設置科目についても同様です。

授業科目 担当教員名 単位 連続 重複 他専攻 備考
哲学特殊研究１ 指導教員 2 〇
哲学特殊研究２ 指導教員 2 〇

言語分析哲学特殊講義１ 中釜　浩一 2 〇 〇

修士と合同
教員によって国際日本学と合同
指導教員の担当科目は、履修
不可
連続履修は可能であるが、2
回目以降の履修分の単位は修
了要件には含まれない

言語分析哲学特殊講義２ 中釜　浩一 2 〇 〇

古代哲学史特殊講義１ 奥田　和夫 2 〇 〇
古代哲学史特殊講義２ 奥田　和夫 2 〇 〇
論理学特殊講義１ 安東　祐希 2 〇 〇
論理学特殊講義２ 安東　祐希 2 〇 〇
近代倫理学史特殊講義１ 菅沢　龍文 2 〇 〇
近代倫理学史特殊講義２ 菅沢　龍文 2 〇 〇
中世哲学特殊講義１ 内山　真莉子 2 〇 〇
中世哲学特殊講義２ 内山　真莉子 2 〇 〇
近代ドイツ哲学史特殊講義１ 吉田　敬介 2 〇 〇
近代ドイツ哲学史特殊講義２ 吉田　敬介 2 〇 〇
近世西洋哲学特殊講義１ 佐藤　真人 2 〇 〇
近世西洋哲学特殊講義２ 佐藤　真人 2 〇 〇
近代フランス哲学史特殊講義１ 酒井　健 2 〇 〇
近代フランス哲学史特殊講義２ 酒井　健 2 〇 〇
法哲学特殊講義１ 内藤　淳 2 〇 〇
法哲学特殊講義２ 内藤　淳 2 〇 〇
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人文科学研究科

日本文学専攻

修士課程
1．履修上の注意

（１）修了所要単位
日本文学専攻専門科目から 20単位以上修得したうえで、合計 30単位以上修得する必要があります。他

専攻科目の履修単位制限は行わず、修了所要単位に含めることができます。

履修区分 修了所要単位

日本文学専攻専門科目 20単位以上
他専攻科目 　

合計 30単位以上

（２）カリキュラムおよび履修上の指示
①　「能楽研究者育成プログラム」「文芸創作研究プログラム」について
「能楽研究者育成プログラム」「文芸創作研究プログラム」に則って学修する学生は、それぞれ授業科
目担当者一覧の備考欄に「能楽研究者育成プログラム科目」「文芸創作研究プログラム科目」と表示され
た科目を中心に履修してください。ただし、それ以外の科目を履修することも可能です。
また、両プログラムに属さない学生が「能楽研究者育成プログラム科目」「文芸創作研究プログラム科

目」を履修することも可能です。

②「日本文学・国際日本学基礎演習」「日本文学・国際日本学論文作成基礎実習」の履修について
　標記科目は、秋学期に入学する研修生、委託研修生、特別研修生を主な対象者とします。

（３）中間発表について
7月に「修士論文中間発表会」が開催されます。

2．授業科目担当者一覧

【連続】：前年度までに履修して単位を修得した科目を今年度もう一度履修すること。
【重複】：同じ年度内に、同じ名前の科目を複数履修すること。
【他専攻】：他専攻の学生が履修可能な科目。

授業科目 担当教員名 単位 連続 重複 他専攻 備考
日本文芸学 A　 松　村　友　視 2 〇 〇
日本文芸学 B 松　村　友　視 2 〇 〇

日本文芸批評史 A 田　中　和　生 2 〇 〇
文芸創作研究プログラム科目
国際日本学と合同：
近代の文芸批評Ⅰ

日本文芸批評史 B 田　中　和　生 2 〇 〇
文芸創作研究プログラム科目
国際日本学と合同：
近代の文芸批評Ⅱ

日本古代文芸原典研究 A 坂　本　　　勝 2 〇 〇 国際日本学と合同：神話と歌Ⅰ
日本古代文芸原典研究 B 坂　本　　　勝 2 〇 〇 国際日本学と合同：神話と歌Ⅱ

日本古代文芸演習 A 加　藤　昌　嘉 2 〇 〇 国際日本学と合同：
平安時代の物語Ⅰ

日本古代文芸演習 B 加　藤　昌　嘉 2 〇 〇 国際日本学と合同：
平安時代の物語Ⅱ
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３．講義概要（シラバス）

授業科目の講義概要および教員の主要研究業績については、Webシラバスを参照してください。
Webシラバス URL：https://syllabus.hosei.ac.jp/

授業科目 担当教員名 単位 連続 重複 他専攻 備考

現象学特殊講義１ 君嶋　泰明 2 〇 〇 修士と合同
教員によって国際日本学と合同
指導教員の担当科目は、履修
不可
連続履修は可能であるが、2
回目以降の履修分の単位は修
了要件には含まれない

現象学特殊講義２ 君嶋　泰明 2 〇 〇

日本思想史特殊講義１ 西塚　俊太 2 〇 〇

日本思想史特殊講義２ 西塚　俊太 2 〇 〇

※ 法政大学大学院学則の授業科目一覧表に記載のある科目で、上記一覧表に記載のない科目は、2024 年度
休講です。
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